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1.自殺の現状

2.研究方法 一世帯当たりの各食べ物の消費金額/一世帯当たりの人数 → 一人当たりの目安消費金額(円)

一円当たりの各食べ物のグラム → (グラム/円)

各食べ物１００グラムおけるある栄養素の含有量 → (〇グラム/100グラム）

自殺率が高かった上位１０県の平均は92ｍｇ
自殺率が低かった上位１０県の平均は93ｍｇ

自殺率が高かった上位10県のビタミンKの平均は5万2000㎍
自殺率が低かった上位10県のビタミンKの平均は5万3000㎍

3.研究結果＆考察
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